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例     言

1.本調査概報は、泉大津市教育委員会が市内に所在する埋蔵文化財包

蔵地において、開発行為に先立って実施した発掘調査報告である

2.本調査は、国庫補助事業 (補助対象経費1,500,000円 、国庫補助率

50%・ 市負担率50%)と して泉大津市が計画・実施したものである。

3.本事業は平成18年度事業として、平成18年4月 1日 に着手し、

平成19年 3月 31日 に完了した。

4。 本調査は下記の構成で実施した。

調査主体者  泉大津市教育委員会教育長   中井 譲

事 務 局  泉大津市教育委員会事務局   生涯学習課

担 当 者  寒  雄二

虎間 麻実

竹内 香

嘱   託  奥野 美和

5,遺物整理作業に従事したものは、下記のとおりである。

遺物整理補助員  坪田 恵

遺物整理作業員  野田 由恵・岸本 和美・小山 美智留

6。 遺物整理にあたり、堺市文化財調査事務所から指導・助言・協力を

得た。

7,本書の座標は世界測地系を使用している。

8.出土品および原図・写真類は、泉大津市教育委員会事務局が保管 し

ている。

9。 本書の執筆、編集は奥野が行った。
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第 1章 泉大津市と埋蔵文化財調査の状況

泉大津市の位置 と環境

泉大津市は大阪府南部の泉州地域に位置する。北部・

東部は高石市 と和泉市、南部は大津川を境として泉北郡

忠岡町と隣接 している。泉州地域東部には、大阪湾に沿

って東西に和泉山脈が連なる。その山脈を源 として幾多

の河川が北に走行 し、大阪湾に注 ぐ。 これ らの河川はそ

れぞれ開析谷、河岸段丘を形成し、その両側には丘陵地

形が南北方向に発達している。その丘陵より北側は平坦

で狭小な沖積地が形成されているが、泉大津市はこの沖

積地上に立地してお り、市域の標高は20m未満である。

泉大津市は面積 12.73kど、 うち約3.67kだが公有水面

の埋立地である。人口78453人 (平成18年 12月 1日 現在)、

東西5.5km、 南北4.5kmにわたる都市である。昭和40年

頃から開発が進み、現在は市域全域が市街地化されている。

市域は大阪湾に面した臨海部の工業地域、南海本線から

阪和線にかけての住居地域と商工業地域が混在する地域、

国道26号線周辺の商業地域に大きく分けることができる。住居地域には、助松の紀州街道沿いと泉穴師神

社周辺にそれぞれ風致地区を設けている。近年、臨海部の高層住宅や繊維工場跡地への分譲住宅の建設が

進み、市の景観の変化は著 しい。いわゆるバブル景気崩壊以後、大規模開発は下火になっているものの、

古い民家の取 り壊しや木造個人住宅の鉄筋造への立替えなどが進み、町並みにも大きな変化が見 られる。

第 1図 泉大津市の位置

第 2図 市内遠望 (市庁舎から豊中遺跡方面を望む)



第 3図 遺跡分布図
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2.埋 蔵 文化 財調 査 の現 状

本概報は、平成18年 1月 ～12月 の期間に埋蔵文化財発掘届の提出があり、そのうち国庫補助事業により

発掘調査を実施したものを対象とする。当該期間内の埋蔵文化財発掘届出数は153件、延べ156遺跡で、う

ち11件 を国庫補助事業として発掘調査を行つた。

第 4図は、遺跡別工事件数の内訳である。遺跡別に届出件数をみると、虫取遺跡、豊中遺跡、池浦遺跡、池

上曽根遺跡の順で多い。総届出件数に占める工事内容で最も多いのはガス。上水道(51件 )、 個人住宅(49件 )

で約3割、次いで分譲住宅 (23件)が約2割 を占め、この傾向は例年と同様である。近年の特徴として下水道

(15件 )の増加が挙げられる。今後も下水道管渠掘削工事の継続が計画されており、試掘確認調査が増加す

る要因となると考えられる。

本概要で報告する調査は、池浦遺跡2件、豊中遺跡4件、七ノ坪遺跡1件、池上曽根遺跡3件、板原遺跡1件

の合計11件である。いずれも建物基礎掘削深度、下水道管渠掘削工事の掘削深度が遺構面を損壊する可能

性があるため、着工前の試掘確認調査を行ったものである。

主だった成果としては、豊中遺跡 (2006-01)で、中世の掘立柱建物1棟 とそれに伴う土器群を確認した。

20

第 4図 遺跡別工事件数内訳

40 (件数)

穴田
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虫取
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表

○

1  試掘確認調査一覧

池浦遺跡

調査番号 所  在  地 用  途 申請面積 (ポ )

2006-09 池浦町4丁 目315番 1,315番 3 鉄骨2階建事務所

鉄骨平屋工場

1103

2006-10 池浦町5丁 目212番 7 木造2階建個人住宅 157.26

○ 豊中遺跡

○ 七ノ坪遺跡

○ 板原遺跡

―

　

　

‐
ｒ

」

調査番号 所  在  地 用  途 申請面積 (ポ )

2006-01 北豊中町2丁 目988-2の 一部 鉄骨3階建個人住宅 186.72

2006-06 東豊中町2丁 目96419 鉄骨4階建共同住宅 145。 14

2006-08 北豊 中町2丁 目14-5 2階建個人住宅 161,95

2006-11 北豊中町2丁 目 地内 下水道管渠布設工事 387.4

調査番号 所  在  地 用  途 申請面積 (ポ )

2006-03 北豊中町1丁 目534番の1の一部 鉄骨平屋建店舗 498.09

○ 池上曽根遺跡

調査番号 所  在  地 用  途 申請面積 (話 )

2006-02 森町2丁 目228-9 鉄骨2階建個人住宅 62.94

2006-04 森町2丁 目22725の 一部 木造2階建個人住宅 135.19

2006-05 森町2丁 目146番 木造2階建個人住宅 192.29

調査番号 所  在  地 用  途 申請面積 (浦 )

2006-07 板原町4丁 目1096,1097,1098,1099 倉庫 1515。 13
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第 2章 発掘調査結果

池浦遺跡

池浦遺跡は弥生時代前期中段階に始まる、泉州地域で最も古い弥生集落 として知 られている。市のほぼ

中央部に位置 し、遺跡の中心部は市立病院の東側であると推測される。池上曽根遺跡 との関わ りを考察す

る上で重要な遺跡であるが、これ らの調査成果は昭和40～ 50年代にかけてのことで、昭和60代以降は、大

規模開発がほとんどみ られない。これにより、近年の調査は確認調査にとどまっている。平成9年度の調査

で朝鮮系の無文土器の体部を検出したが、遺構は認められなかった。今年度は鉄骨平屋工場建設工事 と個

人住宅建設工事に先立ち、2件 の試掘確認調査を実施 した。以下、調査地点 ごとにその詳細を示す。

2006-09(池 浦 町 4丁 目315番 1,315番3 平 成 18年 11月 8日 調査 )

工場および事務所建設に先立つ調査である。当該地は、池浦遺跡のほぼ中心に位置し泉大津中央線に面

する。敷地中央部に幅lm、 長さ5.3mの トレンチを設定し、重機にて掘削を開始し、その後人力掘削により

調査を実施した。

現地表土は旧耕作土にバラスを混ぜ込むように整地された盛土である。その直下に床上である灰褐色土

(2層 )が約30～40cm堆積する。その下に地山の灰褐色砂礫層 (3層 )がある。3層 は トレンチ中央部付近で

第 5図 池浦遺跡調査位置図 (1:10000)
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西か ら東に向かって傾斜してお り、黄灰色土 (4層 )20cm、 灰黄褐色土 (5層 )20cmが 堆積する。

第4層か ら微量の遺物細片を確認 したため精査 したが、遺構 とは認め られない。自然流路の痕跡であろ

うか。建物基礎部分が2層 内でおさまることを確認 し、写真撮影、断面図・平面図作成をお こない調査終了

とした。

0                      20m

第 6図  200609地点 トレンチ位置図 (1:500)

1盛土
2灰掲色土

(し まる、直径5c m～ 10c mほ どの小礫混じる、

酸化鉄多く入る)

3.灰褐色砂礫層

(直径5c m～ 10c mの 礫と荒い砂の層)

4.黄灰色土 (し まる、遠物少量含む、炭化物少量混じる)

5.灰黄褐色土 (し まる)

0             2m
単

第 7図  2006-09地点 断面図 (1:60)
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2006-10(池 浦 町 5丁 目212番7 平成 18年 11月 20日 調査 )

個人住宅建設に先立つ調査である。当該地は池浦遺跡の南端に位置する。敷地中央部に幅lm、 長さ3m
のトレンチ設定し重機にて掘削を開始し、その後人力により調査を実施した。

現地表面か ら約50mは 盛土で以下、旧耕作土 :黒褐色土 (2層 )、 明褐灰色土 (3層 )が堆積する。明褐灰色

土層 (3層 )は 90cmの 堆積を確認し、更に深 く堆積すると考えられるが、湧水のためそれ以上の調査は困難

であつた。明褐灰色土層には須恵器の細片が少量含まれるが、図示できるものはない。土層堆積の状況か ら、

自然流路 もしくはため池の跡 と考えられるため、工事は遺跡に影響はないと判断し、写真撮影 。図面作成

を行い調査終了とした。

0             2m
I .    I_

1盛土

2旧耕作土 :黒掲色土 (ややしまりなし、粘質)

3_明 掲灰色土 (ややしまりあり、酸化鉄多く混じる、

遺物砕片少量混じる)

第 9図 2006-10地点 東側壁断面図 (1:60)

第 8図  2006-10地点 トレンチ位置図 (1:200)

図版2 2006-10地 点

トレンチ全景 (西から) トレンチ北壁断面 (南か ら)
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2.豊中遺跡・七 ノ坪遺跡

豊中遺跡

遺跡は本市東部に位置し、東西0.6km、 南北 1.2kmに 広がる。遺跡のほぼ中心を国道26号線がはしり、東

部か ら南部は和泉市に広がる。国道26号線付近か らは古墳時代、泉大津中央線付近か らは平安～中世の集

落が確認され、南北方向に流れる水脈上に複数の井戸が造 られている。

今年度は、個人住宅工事 (2件 )、 共同住宅工事 (1件 )、 下水道管渠布設工事 (1件 )に 先立ち、計4件の試掘

確認調査を実施 した。このうち2006-01地 点に関しては、市内でも有数の好資料を得 られた。以下、調査

地点 ごとにその詳細を示す。

なお、弥生土器・古式土師器の編年については、西村歩氏 〔財団法人大阪府文化財調査研究センター 1996〕

の編年を、中世の土器については中世土器研究会 〔中世土器研究会 1995〕 の編年を参考 とした。

2006-01地 点  (北豊 中町 2丁 目988-2の 一部  平成 18年 2月 1日 ～ 9日 調 査 )

<調査の経緯と経過>
当該地は遺跡の西部に位置し、大福寺跡と隣接する。杭工事を伴う個人住宅工事が予定されたため工事に

先立って試掘確認調査を実施したところ、柱穴を確認した。遺構を確認した地点からトレンチの範囲を広

げ、調査を実施した。

第10図 豊中遺跡・七ノ坪遺跡 調査位置図 (1:10000)
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調査区は住宅建設予定 となる、南北6.4m、 東西3.9m、 面積25どである。調査は重機による表土および耕

作土の除去の後、人力掘削による遺物包含層掘削作業・遺構検出作業・遺構掘削作業を行ない、土層断面実

測。出土遺物実測・写真撮影などの記録作業を行なった。

<基本層序>
表土 (1層 )。 十日耕作土(2層 )。 十日床土 (3層 )の 下に遺物包含層 :に ぶい黄褐色土 (4層 )が約20cm堆積 している。

その直下に地山 :明黄褐色土 (5層 )がある。遺構は第4層 か らと第5層 か ら掘 り込まれ形成されてお り、2時

期に亘ることが確認された

市 道

1

2

進
1表土

2旧耕作土

3旧床土

4包含層 :にぶい黄掲色土

5地山 :明責掲色土

第 12図 基本層序

第 11図 2006-01地点 調査位置図 (1:200)

<遺構>
検出した遺構は、掘立柱建物 1棟、井戸 1基、溝 1条、土坑・ピット9基 である。遺構は調査区北東部に集中

している。調査区の中央部か ら南西部に向かって大きく落ち込んでお り、河川の存在が推測される。

掘立柱建物は調査区東北部に位置する。調査区外に広が り詳細は不明であるが、2間 ×1間 の側柱建物 と

推定される。棟方向は正北である。掘立柱建物の西側に丼戸 を確認 した。検出のみのため詳細は不明であ

るが、直径約 1.4mと推定される。

<遺物>
遺構出土の遺物 (第 14図 )

ピットのNo.2～ 18よ り、瓦器椀3点 瓦器皿20点 その他瓦質製品7点 土師器皿 17点  その他土師質

製品10点 瓦2点が出土 した。いずれも小片であり、図化できたものは1(No.3出 土 )、 2(No,9出土 )、 3(No,10

出土)の 3点だけであった。

1は瓦器椀で、内面の一部にヘラミガキが施されているが、外面には認め られない。2は 内面にかすかに
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N潔 て 儲      N憫

10_｀ ド`    Nα 12

鷺1＼襲

0             2m

1 浅責色土

2 責灰色土

3 にぶい責褐色土

4 にぶい黄橙色粘土

5 にぶい責掲色土

6.明黄褐色土

7 灰黄褐色粘土

8 にぶい責掲色砂

9 灰責色砂

10 褐色土

11 暗オリーブ褐色土 (上師器混じる)

12 にぶい責掲色砂混じり粘土

13,オ リーブ褐色砂礫

14.にぶい黄掲色砂

15,黒褐色土(焼 き土師器混じり)

16 黄掲色砂

17 灰黄褐色土

18 灰黄褐色上に掲色粘土混じる

19,掲色粘土オリーブ褐色粘土

20 オリーブ褐色粘土

21_オ リーブ褐色粘土 (にぶい責色粘土混じる)

22.にぶい責褐色砂

23 にぷい黄褐色粘土 (マ ンガン鉄含む)

24 にぶい黄橙色砂

第 13図 2006-01地点 遺構平面図・断面図 (1:60)
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ヘラミガキが認め られるが、外面にはなく高台も非常に粗雑で、底部が高台よりも突き出し、高台の役割

を果 していない。全体的に扁平で、13世 紀中頃と考えられる。3は 高台部のみの小片であるが、2よ りも作

りがしっか りしてお り、見込みに平行線状の暗文がかすかに見 られることか ら、2よ りも少 し古い時期の

ものと考えられる。

包含層出土の遺物 (第 14～ 17図 )

瓦器椀・皿、瓦質羽釜・鉢・甕、土師器皿、土師質羽釜・鉢、中国製磁器、国産陶器、瓦など、多数の遺物が出

土 した。

瓦器椀 (第 14図  4～ 23)

瓦器および瓦器皿の破片は240点ほど出土 し、そのうち瓦器椀 と判別できる19点 を図化 した。時期は大

別 して二つに分かれる。4～ 15の 瓦器は、内面にヘラミガキが行なわれ、見込みには平行線状の暗文が施さ

れている。概ね 13世紀前半の土器群である。16～ 23は、前述のものに比べ内面のヘラミガキが簡素化 し見

込みにも暗文が認められない。13世紀中頃と考えられる。

瓦器皿 (第 14図  24～ 34)

破片は上記のように出土 しているが、比較的残存の良い12点 を図化 した。大別すると、これ らは3種類の

タイプに分けることができる。24～ 29は、日縁部外面下にヨコナデを施 し日縁端部を丸 く納めている。30

～32は 日縁部外面下のヨコナデを強 く施す ことにより器壁を薄 く仕上げている。33は、少 し器高が深め

で椀の可能性 もあるが、日径が小さく皿 とした。これ らは前項の瓦器椀 とほぼ同時期 と考え られるが、資

料不足の段階であるため、今後の成果をよく見極めたいと考えている。

土師器皿 (第 15図  35～ 56)

土師器皿 と思われる破片は約 160点 出土 し、そのうち22点 を図化 した。これ らの土師器皿は小皿(35～

54)、 大皿(55・ 56)が ある。小皿は1～ 5類 に分けることができる。1類 (35～ 37)は他に比べて色調に特徴が

あり橙色を呈 している。2類(38～ 40)は やや小ぶ りで、日縁部内外面のヨヨナデは後述のものより強く、そ

のため器形がやや扁平な台形になっている。3類(41～ 47)は、日縁部内外面ヨコナデ、底部は指押さえが施

されている。4類 (48～ 53)は 3類 に比べ少 し扁平にな り口径も少 し大きくなる。調整はさほど変わ らない。

5類(54)は、扁平な器形に日縁部を極端に内折 りさせた特殊な形をしている。4・ 5類は、皿や椀の下に敷き

コースターのような使い方をした可能性が考えられている。55は 深めの大皿で、日縁部のヨコナデが強 く

稜をなしている。56は 日径が大きく扁平な形をしている。

瓦質羽釜 (第 15。 16図  57～ 71)

瓦質羽釜の破片 と考えられるものは約 110点 あり、そのうち15点 を図化 した。57・ 58は 日縁部が短 く立

ち上が り、端部を丸 く納めている。これは13世紀後半頃の土師質羽釜の影響を受けて作 られたと考えられ、

瓦質羽釜出現期のものである可能性が指摘できる。59～ 62は 日縁部外面を内傾させ、ヨコナデによ り段

を作出する。日縁端部はやや丸 く、14世紀頃のものと考えられる。63は、この地点における出土羽釜の中

では他にない形式で、日径が小さく鍔も短い。また、内外面丁寧にナデ調整されている。64～ 66は 59～ 62

に形態が似ているが、日縁端部に面を持つ@67は 小片で全容は不明であるが、鍔部上面にヘラ記号のよう

なものが見 られる。第 16図 の68～ 71も 、64～ 66と 形態が似ているが、さらに日縁端部をナデで長 く引き

出してお り、64～ 66よ りも新 しく、15世紀頃のものと考えられる。



土師質羽釜 (第 16図  72～ 80)

土師質羽釜 と確認できる破片は約70点出土 し、そのうち9点 を図化 した。72・ 73は他に比べて胎土がや

や粗 く、日径も小さめで、器壁も分厚い作 りになっている。76～ 79は、短 く立ち上げた日縁部を「く」の字

に外反させたもので、13世紀頃と考えられる。78は特に強 く日縁部を折 りまげてお り、他のものよ りやや

新 しい様相 といえる。74・ 75は、日縁部を短 く直立 したあと、端部を肥厚させて玉縁を呈 している。13世紀

後半のものと考えられる。80は 日縁部が残っていないため詳細は不明であるが、前述のものに比べ鍔上部

が丸みを帯びている。

須恵質鉢 (第 17図  81・ 82)

81・ 82は東播系須恵質の鉢である。回転ナデにより調整されている。14世紀代。

その他の瓦質・土師質製品 (第 17図  83～ 86)

瓦器椀 。皿・羽釜以外の瓦質製品の破片は約265点、土師器の皿 。羽釜以外の土師質製品の破片は約260

点と多 く出土しているが、図化可能なものは6点 のみである。83は瓦質の甕である。日縁部短 く立ち上げて

外反させたあと肥厚させてお り、外面は細かい平行タタキを施す。13世紀後半のものと考えられる。84は

瓦質、85は土師質の土錘である。86は土師質の鉢である。底部外面に糸切 り痕があ り、軸鑢成形 と考えら

れる。東播系須恵質鉢の要素を備えていることか ら、その焼成不良品の可能性もある。

陶磁器 (第 17図  87～ 98)

87は中国製青白磁合子である。型作 りにより外面は蓮花文を浮か し出している。日縁部付近は露胎。13

世紀頃のものと考えられる。88は 同安窯系青磁皿である。体郡中位で屈曲し、体部外面下半は無釉で、内面

はヘラによるジグザグ状の櫛点描文が見 られる。12世 紀中頃か ら後半にかけてのものである。89は龍泉

窯系青磁皿で、体郡中位で屈曲、日縁部は直に引き出し、日縁端部は丸味を持つ。12世紀中頃か ら後半にか

けてのものである。90は龍泉窯系の青磁碗で、体郡外面に鏑蓮弁文が施される。弁の中心線はゆるい稜を

持つ。内面は無文で、高台部は一部が露胎。13世紀前後か ら前半にかけてのものである。91は龍泉窯系の

青磁碗と考えられるが、残存が非常に少なく、詳細は不明。12世紀頃と考えている。92～ 94は、中国製の白

磁であるが、残存が非常に少ない。92は碗の高台が細 く高 く直立 し、外面が無釉であることなどか ら、12

世紀頃と考えられる。98・ 94は、詳細不明である。95は常滑壷、96～ 98は古瀬戸であろうか。小片であり、

詳細は不明である。

瓦 (第 17図  99～ 101)

約30点 の瓦片が出上 したが、そのうち3点を図化する。99は丸瓦である。凸面は縄 目をナデでス リ消 し

てお り、凹面は布 目が残っている。100。 101は 平瓦で、凹面に布 日、凸面に縄 目を残 している。100は縄 目

が粗 く、11～ 12世紀のものと考えられる。
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2006-06(東 豊 中町 2丁 目964-19  平 成 18年 8月 4日 調査 )

共同住宅建設に先立つ調査である。当該地は遺跡のほぼ中央部に位置する。敷地の北東部に幅1.25cm、

長さ3.4mの トレンチを設定し、重機にて掘削を開始し、その後人力掘削により調査を実施した。

現地表面から40cm程 度の盛土 (1。 2層 )が なされている。この下に旧耕作土である暗褐色粘質土 (3層 )

が30cm、 旧床土である明灰色土 (4層 )が60cm堆積する。確認の範囲は工事への影響を考え、工事予定掘

削深のlmで とどめたが、トレンチの一部をさらに掘削したところ、地表面から1.3m地点に、地山である

明灰色砂質土層 (第 5層 )を 確認した。遺構、遺物は確認できず、建築物の基礎は4層 内でおさまることから、

写真撮影。図面作成などを行い調査終了とした。

市 道

0                           1om

第18図 2006-06地点 トレンチ位置図 (1:200)

1砕石

2盛土

3暗掲色粘質土 (ややしまりなし、粘質、現代の水田跡)

4明灰色土 (し まる、直径3セ ンチ～5c m程度の礫が少量

(5%程度)混 じる、酸化鉄多く混じる)

5地山:明灰色砂質土 (ややしまる)

第 19図  トレンチ北壁断面図 (1:60)

2m

/

トレンチ全景 (西から) トレンチ北壁断面 (南から)

|

図版6 2006-01地 点



2006-08(北 豊 中 町 2丁 目 14-5  18年 9月 21日 調 査 )

個人住宅建設に先立つ調査である。豊中遺跡の北西部に位置する。敷地東部に幅 lm、 長さ3mの トレン

チを設定 し重機にて掘削を開始 し、その後入力により調査を実施 した。工事は設計GLか ら1.3mの 地盤改

良を予定 しているが、原因者より地盤強度の問題か ら掘削は工事の範囲でとどめて欲 しいとの申し出があ

った。

現地表面か ら70m程度の盛土 (1層 )がなされている。この下に旧耕作上である暗灰色土 (2層 )が約20～

30cm堆積 し、その下に須恵器・土師器を含む遺物包含層 (3層 )がある。3層 よ り14点の遺物を検出したが

図示できるのは2点 (第 22図 )のみである。1は 瓦器椀である。外面の調整は不明であるが、内面は圏線ミガ

キが施されている。2は羽釜の体部であろう。内面はハケ調整。

調査の結果、包含層のほぼ上面が地盤改良の予定された深度であり、遺構は確認できなかった。許可を得

て トレンチの一部をさらに掘削したところ、3層 がさらに40cm以上堆積 してお り、河川跡などの可能性が

高い。

工事が包含層のほぼ上面までであることを確認し、写真撮影 。図面作成などを行い調査終了とした。

0          5m
第20図 2006-08地点 トレンチ位置図 (1:200) Ⅲ … l  J

市 道

盛土

旧耕作土 :暗灰色土

灰黄掲色土
｀ヽど__ノ

0

第21図  2006-08地点 トレンチ断面図 (1:60)
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第22図 2006-08地点 包合層出土遺物 (1:4)

出土遺物

図版 8 2006-08地 点

トレンチ東壁 断面 (西から)
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2006-11(北 豊 中 町 2丁 目地 内   平 成 18年 11月 27日 ～ 12月 19日 調 査 )

<調査の経緯と経過>
調査地は豊中遺跡の北西部に位置し、大福寺跡、七ノ坪遺跡に隣接する。この地域は市内で最も遺跡の集

中する地区のひとつである。

下水道管渠掘削工事が予定されたため、工事に先立って試掘確認調査を行った。工事範囲は市道355.2

mの 範囲に、幅約 1,2m、 深さ約150cm～ 180cm、 の溝状の予定である。調査は遺跡範囲の確認と土層観察、

出土遺物採集に主眼を置いた。工事範囲に トレンチを10本設定し、重機にて表土掘削を開始 しその後人力

により調査を実施 し、断面図・平面図作成、写真撮影などの記録を行なった。

<調査の概要>
全体で 157.43∬ の範囲の調査を行なった。工事範囲の基本層序を慨すると、現地表面か ら約70cmが 区

画整理時の盛土 (1層 )で ある。その下に旧耕作土 (2層 )、 包含層 :黄灰色土 (3層 )が堆積する。その下は砂礫

層、砂層、粘土層が堆積 してお り、調査地周辺は幾筋もの河川が流れていたと推測される。

lT。 3Tか ら溝状の遺構、10Tか ら地山がやや掘 り窪まり、遺物がまとまって出土する地点を確認した

が、詳細は不明である。調査区周辺は河川が幾重にも重な り合 うように流れてお り、その河川の所々に自

然のくばみが発生し遺物が落ち込んでいると考えられる。lTの一部は掘立柱建物を検出した2006-01

地点に隣接するが、明確な遺構は確認することができなかった。以下 トレンチごとに土層と遺物の出土状

況について概観する。

lT トレンチ西部に、東西方向の溝を確認 した。主に古墳時代初頭～前期の遺物が出土 した。

2T 遺構は確認できない。遺物は細片のみ出土し、図示できるものはない。

3T トレンチの東部に浅い溝状の遺構を確認した。主に古墳時代初頭の遺物が出土 した。

4T 中央部か ら西側に向かつて傾斜 している。遺構は確認できないが、最も出土遺物が多 く、弥生時代

後期～古墳時代前期、13世紀を中心 とする遺物が出土 した。

5T 遺構は確認できない。遺物は細片のみ出土 し、図示できるものはない。

6T 遺構は確認できない。遺物は細片のみ出土 し、図示できるものはない。

7T 遺構。遺物は確認できない。

8T 遺構・遺物は確認できない。

9T 遺構・遺物は確認できない。

10Tト レンチ西部に土器が多 く溜まる窪みを確認した。こぶし大の礫 と重な り合うように、13世紀を

中心とする土器群が出土 した。

<遺物>
1・ 3。 4・ 10Tを 中心に 弥生時代後期後半の甕、壺、高イ、器台、製塩土器 と13世紀後半～14世紀初頭の

瓦器椀。皿、瓦質羽釜、土師器皿、土師質羽釜、瓦など、多数の遺物が出土 した。そのうち39点を図示する (第

27・ 28図 )。 調査地は溝・河川が重な りあう地域であると推測され、複数時期の遺物が混在 して検出されて

お り、廃棄の詳細が確認できる状況ではなかった。以下、時代 ごとに詳細を示す。

弥生時代末～古墳時代の上器群 (第 27図 )

甕 (第 27図  1～ 11)・ 壺 (第 27図  12・ 13)

11点 を図化 した。これ らは大別すると、弥生時代後期後半と古墳時代前期の2時期に分けられる。

1～ 7、 9は弥生形甕である。1の体部上部はほぼ平行に、下部は右上が りにタタキ技法で成形されている。

2～ 5体部は右上が りのタタキ技法で分割成形されている。1～ 7は弥生時代後期後半、9は古墳時代に属す
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第23図 2006-11地点 トレンチ位置図 (1:500)

一-25-



b′

アスファリレトアスファル ト

1

lT

l 砕石

2 黒色粘質土 (や や しまる、やや礫多く混 じる)

3 暗灰色土 (し まる直径5c m程 の礫多く混 じる)

4 暗灰色土 (やや しまる、やや砂質、遺物少量混 じる)

5 礫 (直径20c m程 の礫がつまる、既存工事時の砕石 ?)

6 灰色砂質土 (やや しまりな し)

7 黒灰色土 (暗灰色土やや混 じる (30%～50%)、

ややしまりな し)

8 暗灰色土 (や や しまりな し、砂質)

9 地山 1:明灰褐色土 (や や しまる、やや砂愛)

10地山 2:灰色砂 (し まりな し)

11 地山 3:晴灰色粘土 (し まる)

2T

l 砕石

2 暗灰色土 (し まる直径5c m程の礫多く混 じる)

3 暗灰色上 (や や しまる、やや砂質、遺物少量混 じる)

4 地山 :灰色砂 (し まる、酸化鉄混 じる)

2

3

(1:100)      5m
(1:80)       4m

アスファル ト
2

3

アスファル ト

1

平面図
断面図 0

に
― ― ― ―・ ― 一 一 一

_J

2006-11地点 平面図(1:100)'断 面図(1:80)(1)

2T

第24図
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I       I
I カクラン  I

スファルト アスファルト

クラン
5

カクラン 1

カクラン2

8

4

アスファルト
カクラン

10

2

17

ヽ、ヒ_

アスファルト アスファルト

2

5T

アスファルト

3

6

7

10

3T

l 盛土

2 旧耕作土 :黒灰色土 (や や しまる、やや粘質)

3 灰色土 (し まる、やや粘質、炭化物微量混 じる、上器片僅かに混 じる)

4 灰色土 (や や しまる、やや砂質、選物片多く混 じる)

5 灰掲色土 (4と 同質、還物細片多く混 じる、直径3c m礫混 じる10～20%)

6 明灰掲色土 (3と ほぼ同質だが地下水の影響か、土色が異なる)

7 暗灰色土 (や や しまる、やや粘質、遺物多く混 じる)

8 掲灰色土 (や や しまる、やや粘質、速物少量混 じる)7と ほぼ同質だが

土色が異なる

9 黒灰色土 (や や しまる、やや粘質)

10 明灰色土 (や や しまる、酸化鉄多く含む)

11 灰色砂質土 (し まる、酸化鉄多く混 じる、遺物多く含む )

12 灰褐色土 (し まる、やや粘質、掲色砂やや混 じる、遺物多く混 じる)

13 灰白色砂 (し まる、炭・遺物微量に混 じる)

14 青灰色土 (や や しまる、やや砂質 )

15 灰白色土 (し まる、やや砂質、遺物多く混 じる)

16 灰色土 (遺物僅かに混 じる、礫多く混 じる直径5c m30%)

17 地山 1:灰色砂

18 地山 2:褐色砂

5T

l 盛土

2 耕作土 :黒灰色土

3 黄灰色土 (し まる、酸化鉄多く含む)

4 灰色砂 (し まりな し、川原砂か)

5 黒灰色砂礫 (や や しまりな し)

6 明灰色砂質土 (や や しまりな し、酸化鉄多く

混 じる、礫直径3～5c m少 量20%～30%混 じる)

7 灰色砂 (粒子荒い、直径3cmの小礫 10%混じる)

& 灰色礫層 (し まりな し、直径3c m～ 5cmの礫と

灰色砂)

9 暗灰色粘土 (やや しまりなし)

10地 山

平面図
断面図0

●

ぐ
ｍ
　
ｍ

第25図  2006-11地点 平面図(1:100)・ 断面図(1:80)(2)

アスファルト
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|

アスファルト

アスファルト

,砕石
2盛土
3旧耕作土 :黒灰色粘質土

(し まる、遺物少量混じる)

4灰白色上 (しまる、やや砂質、
旧床土)(酸化鉄多い)

i明灰色砂質土 (ややしまりなし、
遺物少量含む)包含層

0明掲灰色砂質土

(ややしまりなし、遺物含む)

7黒灰色粘土 (ややしまる)

B灰色砂と7の まじり

(ややしまりなし、速物含む)

地山:灰色砂
灰色砂礫
責灰色砂質土
明褐色砂質土

(遺物VIR片 含む、しまる)

自灰色砂 (遺物含まない)

黒灰色砂質土 (遼物多く含む)

灰福色砂 (ややしまる)

暗灰色粘土 (ややしまる)

黒灰色砂礫土 (ややしまりなし)

1砕石
2盛土

&日耕作土 :黒灰色土

4灰色砂質土 (しまりあ り)

5灰色砂礫土

6地 山 :橙色砂礫土

アスファルト

アスファルト

９

ｎ

ｈ

ｌ２

アスファルト

1砕石
2盛土 ,

ユ 盛±2

4黒色土 (ややしまる、やや粘質、
小礫少量混じる直径acm以下)

a灰色土 (ややしまる、やや砂質)

6灰色砂質土 (7よ り暗い、ややしまり
なし、粒子やや荒い)

7灰色砂質土 (ややしまる、6よ り
粒子細かい)

8黒灰色粘土 (しまる)

1 砕石

2盛 ± 1

3盛 ±2
4黒 色土

(やや しまる、やや粘質、

小礫少最混 じる直径3cm
以下)

5灰 色土 (やや しまる、

やや砂質)

6灰 色砂質土

(7よ り暗い、やや しまりな し、

粒子やや荒い)

7灰 色砂質土 (やや しまる、

6よ り粒子細かい)

8明 褐色砂質土 (7と 同質 )

0黒 灰色粘土 (しまる)

8T

10T

1 砕石
2 震土
3 旧耕作■:黒色i
4灰色上(しまりなし)

5 灰色粘質■
(ややしまる、明楊色主
やや混じる)

6 暗褐色■(ややしまる、
やや粘貿、直径9～SGm

の礫多く混じる30%)

7 灰色粘質■(ややしまる、
橙色と、30%Ii混 じる)

a灰色V/質■(ややしまる)

0灰色砂礫■仙やしまり
なし、直径5cmの礫多く混じる)

l tl明掲色砂買i14と 同買)

11褐色砂(ややしまる)

12炭掲色砂(ややしまる)

1&黒褐色砂(ややしまる)

1 盛上
2 旧耕作と!黒楊色■
3明灰掲色iltやしまりなし、

やや絡質)

4白灰色■(ややしまりなし、
やや粘賓、酸化鉄やや多く混じる)

5 白灰色■(ややしまりなし、やや
粘質、4よ り粘気4よ りやや灰働

6 灰色粘質と(ややしまりなし、
7よ り明るい、送物なし)

7 灰色粘土(直径lmmほ との礫多く
混じる、遺務多い、■器留り)

S灰色砂質■(ややしまる、選協なし、
9よ り粒子細かい)

9 灰色砂質主(ややしまる、8よ り
辻競 tヽ)

10灰橙色砂質と(ややしまる、やや
粒子荒い、遺物なし)

"暗
褐色粘土にやしまる、翻 に

遺物細片混じる、河川跡か)

土器溜 り

XX

図

図
０

面

面

平
断 ‐０。

瑚
●
ぐ

ｍ

ｍ

５

４

2006-11地点 平面図 (1:100)・ 断面図 (1:80)(3)第26図
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ると考えられる。6,7は甕底部である。8は台付甕の脚部であろう。10,11は古式土師器甕である。10は 日縁

端部が上方に拡張され、外傾する。

12は複合 日縁壺である。13は広 口壷の日縁部である。日縁端部をやや幅広に垂下させ、竹管円形浮文を

施 している。12、 13は古墳時代初頭であろう。

高邦・器台 (第 27図  15～ 18)

15は弥生高杯である。外面は縦方向、内面は横方向のヘラミガキが丁寧に施されている。16は 高杯の脚

部である。弥生時代後期後半に位置づけられよう。17は椀形高杯である。脚柱部は短 く、脚裾部は直線的に

広が り、3ケ所の穿孔が確認される。古墳時代初期であろう。18は 高杯である。古墳時代前期であろう。19

は小型器台である。透孔が5箇所に形成される。古墳時代初期であろう。20は小片であるため詳細は不明で

あるが器台であろう。山陰地方か らの搬入品である可能性がある。島根を中心に広がる、的場式、鍵尾式に

類似 している。櫛描平行沈線を施 した後、波状紋が入る。突帯にはヘラ状工具でキザミを入れている。

21は小型丸底土器である。完全な丸底で日縁部高が体部の1/2以下 と短い。古墳時代前期のものと考え

られよう。22は製塩土器である。夕タキ成形を施 している。

13世紀後半から14世紀初頭の上器群  (第 28図 )

瓦器椀・皿 (第 28図 23～ 25)

23、 24は瓦器碗である。外面は指オサエ、内面はヘラミガキが行なわれ、23は平行線状、24は連結輪状

の暗文が施されている。25は瓦器小皿である。

土師器皿 (第 28図  26～ 28)

大別すると小皿(26)、 大皿(27・ 28)が ある。26は器形がやや扁平な台形である。27、 28は やや深めの大

皿である。27の 日縁部のヨコナデが強 く、やや外反する。

瓦質羽釜・土師質羽釜 (第 28図  29～ 31)

29,30は 瓦質羽釜である。10T土器溜 りか ら出土 した。日縁部外面を内傾させヨコナデにより段を作る。

日縁端部に面を持もつ。31は土師質羽釜である。日縁部を外側に折 り込むように作出している。

須恵器・常滑 (第 28図 32～ 34)

38は須恵器である。長頸壺の体部 と考えられる。34は常滑大型甕の肩部であろうか。傾きはほぼ平行に

近 くなるかも知れない。外面は格子状夕タキで調整し、緑釉を施す。

瓦 35～39(第 28図 )

すべて平瓦である。38は 凹面に布 目痕、凸面に縄 目痕が残 り、製作期は9～ 10世紀 と考えられる。

―-29-―
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第27図  2006-11地点 出土遺物実測図 (1)
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全景 (北西から)

2T 全景 (北西から)

4T 全景 (北西から)

3T 全景 (北西から)

4T 断面 (南から)

図版 9 2006-11地点 (1)

-32-
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5T(北西から) 6T(北西から) 7T(北西から)

8T(北西から) (北西から) 10T(北西から)

10T 断面 (北から)

図版 10

10T

2006-11地点 (2)
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七ノ坪遺跡

遺跡は北豊中町 1丁 目、2丁 目一帯に所在する、古墳時代 と中世の遺跡で、府立泉大津高校の地歴部員に

よる土師器壺採集が遺跡発見の契機 とな り、小字を遺跡名 とした。昭和43年、同高校の校舎改築工事に先

立つ発掘調査で、弥生時代の土墳墓、河川が、昭和47年 の同校内の調査では、古墳時代の竪穴住居、方形周

溝墓、木棺直葬墓などが、また昭和57年の調査では和泉地区では最初の水田跡の発見があり、弥生時代～

古墳時代に亘って生産活動が行われていたことが確認された。中世の遺構 としては井戸、溝、柱穴、土墳な

どがある。いずれも泉大津高校内が遺跡の中心部である。

2006-3地 点  (北豊 中町 1丁 目534番 1の一部  平成 18年 6月 2日 調査 )

鉄骨平屋建店舗建設に先立つ調査である。七ノ坪遺跡の北部に位置する。敷地中央部に幅 lm、 長さ

2.2mの トレンチを設定し重機にて掘削を開始し、その後入力掘削により調査を実施した。現地表土除去後、

旧床土 :灰色砂質土 (4層 )が約3 5cm堆 積する。この下に、古代の耕作土と考えられる黒色砂質土層 (6層 )が

ある。

今回の調査では明確な遺構・遺物は認められなかったため、図面作成。写真撮影を行い調査終了とした。

3 を霊圭」4 ュ旧礫笙十綴Eみ甕上色
混じЭ

5 語操皇号堵象黄色土
6鑓土え経逮儲印
7&象

昂岳象諭 混じ
82崩t緒 )

9尾孟瑳雪墾銘質土Ю
亀嘉星2雅 :丑零

る、

第29図 2006-03地点 トレンチ位置図 (1:500)

0             2m

第30図 2006-03地点 断面図 (1:60)

図版 12 2006-03地点

トレンチ全景 (北から)

-35-
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3.池上曽根遺跡

1,劫

君下合4

ξ手I婚
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池上曽根遺跡は本市曽根町と和泉市池上町に所在する。遺跡範囲が約 105ヘ クタールの広大な遺跡であ

る。うち約 11.5ヘ クタールが国の史跡に指定され、3.5ヘ クタールが第一期整備を経て史跡公園となって

いる。本市域における遺跡の範囲は、曽禰神社以西か ら、森町、千原町の一部を含み、南北に広がる。史跡指

定地域以外の地域は、旧村落と昭和40年代以降の開発部分が混在 してお り、小区画の開発が多 く大規模な

調査は行われていない。そのため史跡指定地域 となっている遺跡の中心部構造に比べ、周辺部は不明な点

が多い。本年は個人住宅 3件 の試掘確認調査を実施した。以下、調査地点 ごとに詳細を示す。

2006-02(森 町 2丁 目228-9 平 成 18年 5月 31日 調 査 )

当該地は遺跡の北部に位置する。鉄骨2階建個人住宅の建設が予定されたため、工事に先立ち試掘確認

調査を実施 した。

敷地中央部に幅 lm、 長さ2mの トレンチを設定 し重機にて掘削を行い、その後人力掘削により断面・平

面観察を行った。現地表土除去後、灰色粘質土 (十 日耕作土)、 その下層に鉄分を多く含む灰色シル ト層がある。

この灰色シル ト層は30cm以 上堆積する。調査区周辺は自然河川が流れていた地域であるため、河川もしく

は支流の一部が流れ込んでいた可能性がある。

遺構・遺物は認められなかったため、断面図作成、写真撮影を行い調査終了とした。

選
挙一既
砒芦
第34図 池上曽根遺跡 調査区位置図 (1:10000)
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b     a

市

道

10m

1 盛土
2 灰色粘質土 (ややしまりなし、粒子細かい)

3 灰色シル ト (ややしまりあり、酸化鉄60%多 く含む)

4 灰色シル ト (し まりあり、酸化鉄やや含む20%)

第33図 2006-02地点 断面図 (1:60)第32図 2006-02地点 トレンチ位置図 (1:200)

2006-04(森 町 2丁 目227-25の 一部   平成 18年 7月 25日 調 査 )

個人住宅建設に先立つ調査である。遺跡の北部に位置する。敷地北部に幅lm、 長さ4mの トレンチを設

定し、重機にて掘削を開始し、その後人力掘削により調査を実施した。

現地表面から30～40cm程 度、盛土がなされている。この下に地山 :明黄褐色砂質土 (2層 )が 20cm程

度堆積する。遺構。遺物ともに確認できず、写真撮影・図面作成などを行い調査終了とした。

第34図  2006-04地点 トレンチ位置図 (1:200)

トレンチ全景 (南より) トレンチ南西壁断面 (北東より)
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1 盛土 :褐色砂 (一部カクラン)

2 明黄掲色砂質土 (し まる、灰白色粘上大ブロック (直径5cm)が
やや多く混じる、小石 (直径3cm)少量混じる)

3 明責褐色砂質土 (し まる)

第35図  2006-05地点 トレンチ断面図 (1:60)

2006-05(森 町 2丁 目146番  平 成 18年 7月 27日 調 査 )

個人住宅建設に先立つ調査である。当該地は遺跡の北部に位置する。敷地の北西部に幅lm、 長さ4mの

トレンチを設定し重機にて掘削を開始し、その後人力掘削により調査を実施した。

現地表面から30cm程度、盛上がなされている。この下に包含層である黒褐色上が20cm程度堆積し、そ

の下に遺構面が存在する。

トレンチの南部から溝の一部が確認された。溝は深さ20cm程度で、調査区外に広がる。溝からは遺物は

認められず、周囲の環境から自然流路と考えられる。

包含層から、4点の遺物が出土した。うち1点 を図示する。1は頸部の長い広口壺であろう。外面は縦方向

のヘラミガキの後、櫛描直線文を施している。

今回の調査では明確な遺構は認められなかったため、写真撮影。図面作成などを行い、調査終了とした。

トレンチ全景 (南から) トレンチ北東壁断面 (南西から)

図版15 2006-05地点 出土遺物第36図 2006-05地点 遺物実測図 (1:4)
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第37図 2006-05地点 トレンチ位置図 (1:200)

第38図 2006-05地点 平画図 (1:60)

0             2m

1 盛土
2 黒掲色土(ややしまりなし、粘質)

3 灰色砂質土 (し まる、直径3～5c mの小礫やや多く混じる)

4 明灰色砂質土 (直径3c m程の小礫がやや多く混じる)

第39図 2006-05地点 トレンチ断面図 (1:60)

トレンチ北壁断面 (南から)

トレンチ全景 (東から)

図版 16 2006-05地 点
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4.板原遺跡

||

第40図 板原遺跡 調査区位置図 (1 : 10000)

板原遺跡は、本市板原を中心 とし、東南部では和泉市肥子町にまたがる。国道26号線の整備に伴 う調査

により縄文時代の流路や鎌倉時代の掘立柱建物などを検出している。その後の調査では明確な遺構の検

出はみ られなかったが、平成 17年度の調査で瓦器椀小片・羽釜小片の出土 とともに、中世における耕作状

況がうかがえる素掘小溝群が検出された。今年度は、倉庫建設工事に先立つ1件の試掘確認調査を実施した。

2006-07(板 原 町 4丁 目 1096,1097,1098,1099 平 成 18年 8月 21日 調 査 )

倉庫建設に先立つ調査である。板原遺跡の西端に位置する。敷地南西部に幅 lm、 長さ3mと 幅 lm、 長さ

5mの トレンチを2本設定 し重機にて掘削を開始 し、その後人力により調査を実施 した。

現地表面か ら40m程度、地盤改良がなされている。この層は水田に撰を混ぜ込み地盤を安定させたと考

えられる。この下に旧床土である暗灰色土が約20～ 30cm堆積 し、その下は地山である。床上の下に暗渠

が埋設され地山層まで境乱が及んでいる箇所もあった。

今回の調査では明確な遺構 。遺物は認め られなかったため、写真撮影 。図面作成などを行い調査終了と

した。

|_
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第41図  2006-07地点 トレンチ位置図 (1:60)

第42図  2006-07地点 トレンチ断面図 (1:60)

lT
l 盛土 :淡灰色砂質土 (し まる、酸化鉄多く罵じる)

2 暗灰色土 (ややしまる、やや粘質、暗渠入る)

3.地山 :灰色砂質土 (ややしまる、酸化鉄多く混じる)

4 地山2

2T
l 盛土
2.暗灰色砂質土 (し まる)

3 灰色砂質土 (しまる、酸化鉄多く混じる)

0             2m

lT



lT東壁 断面 (西から)

lT全景 (南西か ら)

2T西壁 断面 (東から)

2T全景 (南西か ら)

図版17 2006-07地点



表 2遺物観察表

豊中遺跡 2006-01地点

番号 器  種 出土地点 法景 (cm) 技法の特徴 色調・胎土・焼成

1 瓦器碗 No 3

企
高

径

口
残

底

外面     強い横ナデ以下指オサエ

内面     ナデのちヘラミガキ

回
面

か
内

密

2 瓦器碗 No.9

３４

３２

全
一局

経

口
器

底

外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内面     ナデ

画

面

外
内

灰 色

蕨
�
占

3 瓦器碗 No 10
に
高

径

山
残

底

外面    積ナデ以下指オサエ

内面    表面尿1離
内面

密

4 瓦器碗 包含層

４ ２

３ ８

２ ４径

ｅ
高

台

口
器

高

外画     口縁召[ヨ ヨナテ以下指オサエ

内面     ナデのちヘラミガキ

内面
密

白

5 瓦器碗 包含層 径
言

径
高
台
苔

口
器
高
言

外面     口縁部 ヨヨナデ以下指オサエナデ

内面     ヘラミガキ

回
面

外
内

留

6 瓦器碗 包含層

５７

４。

径

高

径

口

残

底

外面     口緑部 ヨヨナデ以下指オサエ

内面     ナデのちヘラミガキ

画

面

外
内 座

″
密
白

7 瓦器碗 包含層
∞
４５

径
高

径

口
器

底

外面     口緑部 ヨヨナデ以下ナデのち指オサエ

内面     ナデのちヘラミガキ

内面
密

白

8 瓦器碗 包含層
径
高

径

口
残

底

外面     口緑部 ヨヨナテ以下指オサエ

内面     ナデのちヘラミガキ

内面
密

白

瓦器碗 包含層

‐５Ｂ

４。

印径

径
高

台

口
器
高

外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内面     ナデのちヘラミガキ

回
画

外
内

Ｅ
色

火
自灰

密

10 瓦器碗 包含層
“
３６

径

高

径

口
残

底

外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内画     ナデのちヘラミガキ

内面
密

白

瓦器碗 包含層
径
高

径

口
器

底 内面     表面景1離

内面

密

瓦器碗 包含層

‐４２

・６
御

径

径

高

台

口
器

高

外画     口緑部ヨコナテ以下指オサエ

ぬ面    ナデのちヘラミガキ
内面

密

瓦器碗 包含層 径
童

径
高

合
全

国
残
高
童

外面     指オサエ

内面     ヘラミガキ

内面
密

直

14 瓦器碗 包含層
残高
高台径 内面     ヘラミガキ

内面
密

白

瓦器碗 包含層 径
忘

偉
古
口
台
苔

日
残
高
言

外薗     捐オサエナデ

内面     ナデのちヘラミガキ

内面
密

白

瓦器碗 包含層 径

径
高
台

口
器
高

(131) 外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内面     ナデのちヘラミガキ

回
面

外
内

密

直

瓦器椀 包含層

４ ５

３ ６

径
高

径

口
残

底

外面     口縁部 ヨコナデ、以下指オサエ

内面 ナデ

内面
密

白

18 瓦器椀 包含層
竺
局
径

口
残

底 内画 ナデ

内面
密

白

瓦器碗 包含層

径
高

径

口
残

底

外画     表面云1離

内画     表面剥離

内面
密

自

20 瓦器碗 包含層 径
宣

径
高

合
る

日
残
高
宣

(198)

(?4)

外面     表面剥離

内面     表面景lnII

内面

密

自

瓦器碗 包含層
径
高

径

口
器

底 内面 表面剥離
内画

密

占

瓦器碗 包含層

径

高

径

口
器
底 内面 表面剥離

内面

密

瓦質碗 包含層

径

高

径

口
器
底

外面     ヨコナテ以下指オサエ

内面     ナデ

内面

密

直

24 瓦器皿 包含層
栓
高

径

口
残
底 内画     内面ナデ

内面
密

自

瓦器皿 包含層

径
高
径

口
残
底 内面 ナデ

内面 灰色
密

白

瓦器皿 包含層

径

高

径

日
器

底

タト画     日緑詈「ヨヨナテ以下指オサエ

内面     ミガキ?
内面

雷

苗

瓦器皿 包含層
高

径

器

底 内面     ナデのちミガキ ?

内面
富

Ё

灰 色

28 瓦器皿 包含層

径
高

径

日
器
底 内面     ナデのちミガキ

内面
密

白

瓦器皿 包含層

径
高

径

口
器
底

口縁 音トヨ コナテ 以 下指 オサ エ

ミガキ内面

内面
密

良

30 瓦器皿 包合層
高
径

器
底 内面     表面剥離

凹
面

オ
内

露
やや不農



番 号 器  種 出土地点 法景 (cm) 技法の特徴 色調・胎土・焼成

瓦器皿 包含層
ｅ
一局
径

口
器

底

外面     口緑部 ヨコナテ以下指オサエ

内面     ナデのち指オサエ
内面

密

瓦器皿 包含層

企
一局
径

凹
残

底

外面     口縁部ヨコナデ、以下指オサエ

内面     ナデのちミガキ ?

画

面

外
内

灰 色

密

占

瓦器皿 包含層

獲
高

径

口
器

底

外面    ヨヨナデ

内画    ナデのちミガキ?

面

画

外

内
灰 色

密

瓦器皿 包含層
高

径

残

底

外画     口縁那 ヨコナテ、以下指オサエ

内面     ナデのちミガキ

内面 灰白色
密

白

土師器皿 包含層
⑬
‐４５

儀
高

径

口
残

底

外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内面     表面剥離

Ш
面

外
内

密

占

土師器皿 包含層

登
一局
径

回
器

底

外面     ヨコナデ

内面    表面剥離

画

面

外
内

橙

″
密

山

土師器皿 包合層

径
高

径

口
器

底

外面     口緑部ヨヨナデ以下指オサエ

内面     表面剥離

内面

密

38 土師器皿 包含層
偉
高

径

口
器
底

外面     口緑部ヨコナデ以下指オサエ

内面     指オサエ

内面        ″

密

土師器皿 包含層

後
高

径

口
器

底

外面     日緑部ヨヨナデ以下指オサエ

内面     ナデ

画

面

外
内

灰 色

密

白

40 土師器皿 包含層

径
一局
径

口
器

底

外面     ヨコナデ以下指オサエ

内面     ナデ

画

面

外

内
灰 白色

密

白

41 土師器皿 包含層
高

径

器
底

外面     口緑部 ヨヨナデ以下指オサエ

内面     指オサエ

内面
密

占

土師器皿 包含層

９
０５

後
高
径

口
器
底

外面    表面剥離

内面    ナデ

内面

留

占

43 土師器皿 包含層

任
高

径

口
器

底

外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内面     不定方向ナデ

画

面

外
内

浅責色

密

凸

44 土師器皿 包含層
全
局
径

口
器

底

表面剥離

内面 表面剥離

内面
密

白

45 土師器皿 包含層
高

径

器
底

外面     日緑部ヨコナデ以下指オサエ

内面     ナデ

内面
密

白

46 土師器皿 包含層

径
高
径

口
器
底

外面     表面剥離

内面     表面剥離

画

面

外
内

灰 自色

密

白

土師器皿 包含層

６

６５

径
高
径

口
残
底

外面     ヨコナデ

内面     不定方向ナデ

内面

48 土師器皿 包含層
一局
径

器

底

外面     表画剥離

内面     表面剥離

内面
密

白

49 土師器皿 包含層

８ ５

‐ ３

任
高

径

日
器
底

外面     表面剥HI

内面     表画剥離

回
面

か
内

密

凸

50 土師器皿 包含層

径
高

径

口
器

底

外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内面     ナデ

画
面

外
内

土師器皿 包含層
一島
経

器

底

外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内面     ナデ

内面
密

占

土師器皿 包含層
高

径

残

底

外面     表面剥離

内面     表面剥離

内面 暗灰黄色
密

占

土師器皿 包含層
往
高

径

口
器

底

外面     表面剥離

内面     表面剥n4

画
面

外
内

密

直

54 土師器皿 包含層
一局
径

器

底

外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内面     ナデ

内面
密

白

土師器皿 包含層
高

径

器
底

外面     口緑部 ヨヨナデ以下指オサエ

内面     表面剥離

外画    にふい貢橙色

内面       ″

密

土師器皿 包含層
呻
２２５

径
高

径

口
器

底

外面     ヨコナデ 指オサエのちナテ

内面    表面到離

外面      浅黄橙色

内面       灰白色

密

瓦質羽釜 包含層
一局
径

残

底

外面     ヨコナデ、鍔下ヘラケズ リ

内面     ヨコナデ

内面
密

白

58 瓦質羽金 包含層
∝

　

ｏ

５

　

加

高

径

察

残

底

笹

外面     ヨコナデ鍔下ヘラケズ リ

内画     ハケ

内面
密

白

瓦質羽金 包含層
０
一局
径

径

凹
残

底

笹

外面     ヨヨナデ鍔下ヘラケズ リ

内面     ヨヨナデ

回
面

外
内

Ｅ
色

恒
白

次
灰

留

占

60 瓦質羽釜 包含層
９
‐５
　
　
氏

ｗ
５
　
　
家

笙
局
径

保

Ｈ
残

底

饉

外画     ヨヨナデ鍔下ヘラケズ リ

内面     ハケ

内面 灰 白色

L



番 号 器  種 出土地点 法量 (cm) 技法の特徴 色 判 ・ 船 十 ・ 暉 席

瓦質羽釜 包含層
２２
Ю

食
高

径

口
残

底

外面     ヨヨナデ 鍔下ヘラケズ リ

内面     ヨヨナデ

内面
密

白

瓦質羽釜 包含層

４Ｂ

６８

径
高

径

口

残

底

外面     ヨコナデ、鍔下ヘラケズ リ

内面     ヨヨナデ

内面
密

白

瓦質羽釜 包含層

径
一局
径

笈

口
残

底

聟

ヨコナテ鍔下ナデ?

ナデ内面

画
面

外
内

灰 色

密

占

64 瓦質羽釜 包合層
倫
一日
経

怒

】
残

底

響

外面     ヨコナデ、鍔下ヘラケズ リ

内面     ナデ

画

面

外
内

灰 色

密

白

瓦質羽釜 包含層
唯瘍
酪
学

外面     ナデ

内面     ナデ

内面      鈍黄橙色

密

瓦質羽釜 包含層
径
高
径

口
残
底

外面     ヨコナデ

内面     ヨコナデ

内面
然
灰

頁
暗

密

占

瓦質羽釜 包含層
Ｌ
局
径

晴
残

底

外面     ヨコナデ、ヘラ記号あり

内面     ヨヨナデ

画

面

外
内

灰 色

密

歯

68 瓦質羽釜 包含層
佳
高
径

口
残
底

外面     ヨコナデ、ヘラケズ リ

内面     ヨコナデ

内面
密

白

瓦質羽金 包含層

２６

４

任
高
径

口
残
底

外面     ヨコナデ

内面     ヨコナデ

画
面

外
内

灰 色

密

白

瓦質羽釜 包含層
止
高
径

Ｈ
残
底

外面     ヨヨナデ

内面     ヨコナデ

タト面        灰色
内面          ″

密

瓦質羽釜 包含層
企
一局
径

口
残
底

外面     ヨコナデ鍔下ケズリ

内面    ナデ
内面         ″

密

土師質羽釜 包含層

径
高

径

口
残

底

外面     ヨコナデ

内面     ヨコナデ

内面
密

白

土師質羽釜 包含層
企
高

径

日
残

底

外画     ヨヨナデ鍔下ケズリ?

内面    表画最!離
内面 褐灰色

露

占

74 土師質羽釜 包含層
高

径

残

底

外面     ヨコナデ 鍔下ヘラケズ リ

内画     ヨコナデ

画

面

外
内

浅黄橙

密 赤い礫を若干含む

土師質羽釜 包含層

登
高

径

回
残

底

外面     ヨコナデ鍔下ヘラケズ リ

内面     ヨコナデ

内面 浅黄橙色
密

白

土師質羽釜 包含層

径
高

径

夜

日
残

底

拠

外面     ヨコナデ

内面     ナデのちハケ

凶
画

か
内 浅黄橙色

密

☆

土師質羽釜 包含層
任
高
径
好

Ｈ
残
底
型

外面     ヨコナデ

内面     ナデ

画

面

外
内

明責褐色

78 土師質羽釜 包含層
お
４

〓
働
径

日
残
底

外面    ヨコナデ

内面    ナデのちハケ
内面

土師質羽釜 包含層
径
高
径
怒

口
残
底
契

外面     ヨコナデ鍔下ケズ リ

内面 ナデ

内面
密

白

80 土師質羽釜 包含層
高
径
解

残
底
攣

外画     表面剥離、鍔下ヘラケズ リ

内面     ハケ

内面        ″

密 赤い礫を者千含む

81 須恵質 包含層
一局
径

残

底

外面     口緑部 ヨコナデ以下指オサエ

内画     ナデ

内面
密

白

82 須恵質鉢 包合層

径
高

径

口
残

底

外画     ヨヨナデ

内面     ヨヨナデ

内面
密

白

83 瓦質甕 包含層
高

径

残
底

外面     日縁部ヨヨナデ以下タタキ

内面     口縁部ヨヨナデ以下ナデ

回
面

外
内

留

占

84 瓦質土錘 包含層
一局
厚

外画     面取 り

内面     縦方向のナデ

内面
密

白

土師質土鍾 包含層
残行長      31
1E           OB

外面     ナデ

内面     ナデ

内画
密

占

86 土師質 ?鉢 包含層
高

径

器

底

外面     表面副離

内画     糸切痕

凹
面

か
内

露

由

87 青白磁合子 包含層
一局
径

残

底

外面    受部と低部のみ無釉

内面    施釉
内面

密

白

88 青磁皿 包含層

径
高

径

口
残

底

外画    底部一部無釉

内面    施釉
素地       灰白色

密

89 青磁皿 包含層
高

径

残
底

画

　

面

外

　

内

釉
　
釉

施
　
施

外画    灰オ リーフ色
内面         ″

密

90 青磁碗 包含層
一働
径

残
底

外面     片切彫による蓮弁文

内面     施釉

π
　
　
密

巨

地
細
素 灰 色



番 号 器  種 出土地点 法量 (cm) 技法の特徴 魚 謝 ・ 胎 十 ・ 暉 膚

青磁碗 包含層

登
高

径

コ
残

底

(178) 外面     施rn

内面     施釉

内面       灰自色

密

白磁碗 包含層 径

径
高

台

口
残

高

一
０
め

一

外面    無釉

内面    無Th

素 地

雷

白

自磁碗 包含層
Ｌ
局
径

口
残

底

外 面 ―部無釉

施釉

画

面

外
内

灰 自色

密

占

白磁碗 ? 包含層
高

径

客

残

底

響

外 面 施In

内面 施Th

画
面

外
内

灰自色

密

占

常滑壺 包含層
高

径

残

底

画

　

面

外

　

内

和

　

釉

施

　

施
内面       黄灰色

密

瀬戸壺 包含層
高

径

残

底

外面    施釉

内面    ナデ

内面    灰オリーブ色
密

古瀬戸壺 包含層
任
高
径

日
残
底

外面

内面 施/h

面
面

外
内

明緑灰色
灰白色

98 瀬戸壺 包含層
高

径

客

残

底

響

外面     施In

内面     指オサエのちナデ

内面 灰白色
密

白

丸瓦 包含層

巾       (72)
残高      71

凹面    布目痕

凸面    縄目痕スリ消し
凸面       暗灰色

やや粗

100 平 瓦 包含層
凸面 縄 目

凹画        灰色
凸面          ″

やや粗

101 平瓦 包含層
‐ＩＪ
厚

凹面

凸面 縄 目

回
面

凹
凸

やや粗

豊中遺跡 2006-05地点

1 弥生広回長頚壺 包含層
高

径

器

底
(1099)

画

　

面

外
　

内

縦方向のヘラミガキ後、櫛描直線文

ナデ

回
面

か
内 褐灰色

豊中遺跡 2006-08地点

1 瓦器椀 包含層
全
局
径

口
器

底

外面    指オサエ

内面    ヘラミガキ
内面       灰自色

密

瓦質土器 包含層
佳
高

径

口
器
底

画

　

面

外

　

内

縦方向のヘラケズリ

ハケメ

画
面

外
内 灰 色

密

占

豊中遺跡 2006-11地点

1 弥生甕 4T

径
一局
径

口
器

底

(134) 外面     回線郡ヨコナテ以下タタキ

内面     日緑部ヨコナデ以下一部ハケ残し

面内

密

白

2 弥生甕 4T

径
高
径

口
残
底

(196) 外面 体部タタキ他表面剥離

表面剥離内面

面内

密

白

弥生甕 4T
霞
高

径

口
残

底

外面

表面剥離内面

色橙貢】か画

面

外
内

密

白

4 弥生甕 4T

径
一局
径

口
残

底

(150, 外面     口縁副槙ナテ以 トタタキ

内面     日縁部横ナデ以下ナデ

面内

密

白

弥生甕 4T
⑩
３６

径
高

径

口
残

底

外面     口縁部横ナデ以下タタキ

内面     積ナデ

画
面

外
内

密

白

弥生甕 4T
ｔ
高
径

日
残
底

外 面

ハ ケ内画

画

面

外
内

密

占

灰 自色

弥生甕 lT

径
高

径

口
残

底

外面     夕タキ以 ドケア

内面     表面剥離

面内

密

白

橙 色

8 台付き壺 3T

径
高

径

脚

残

底

外 面 lt郡標 ナテ他 表 面工1離

ナデ内面
粗

面

や

内

や

白

弥生甕 lT
笙
局
径

数
残
底

外面     日縁部タタキ後積ナデ以下タタキ

内薗     横ナデ

面内

密

凸

10 古式土師器甕 4T
醐

‐６６
径
高
径

口
残
底

外 面     目森 剖増 コ ナ ア 以 ドヘ フ ミ 刀 千

内面    表面剥離

面内

密

白

古式上師器甕 4T
口径      (16B)
残高      44
底径   ―

外画     口縁訃ナテ以 トハケ

内面     表面剥離

面内

密

白

複合口縁壺 lT
璧
局
径

口
残

底

外面    母量計:尻を示乳轟讐τa~部
内面

    ナデ以下ヘラケズ リ

面内

密

百

広口壺 3T
径
高

径

日
残

底

外面
    表面剥離 竹管浮紋あ り

内面

国
面

外
内

密

自

14 弥生土器 4T

縦
横

画

　

面

外
　

内

表面剥離 画内

密

白



番 号 器  種 出土地点 法量 (cm) 技法の特徴 色調・胎土・焼成

弥生高杯 4T

佳
一局
径

口
残
底

(1&1) 外画     横ナデの後縦方向ヘラミ方キ

内面    横方向ヘラミガキ

画
面

外
内

密

占

灰自色

雪式上師器高第 4T

径部

一局

基
残

外面     ヘラミガキ

内面     ヘラ状圧填

画

面

外
内

密

白

明赤褐色
にぶい赤掲色

17 古式上師器高郭 4T
高

径

器
底

画

　

面

外
　

内

口縁部横ナデ以下ヘラミガキ

イ部ヘラミガキ脚部表面剥離
内面

驚

18 古式上師器高邪 4T
高

径

残

底

外面    ミガキ

内面    表面最!離

画
面

外
内

灰 自色

密

占

小型器台 4T

径
高
径

台
残
底

(146, 外面    表面剥離

内面    表面剥離

画

面

外
内

灰白色

密

占

器 台 4T
金ω

高

径

銀
残

底

外面     康状紋十キサミロ表面剥離

内面     表面剥離

画

面

外

内
浅黄橙色

密

白

小型丸底壺 lT
高

径

器

底

外面     口縁部横ナデ体部ハケ

内画     口縁部横ナデ頚部指オサエ以下ヘラケズ リ

内面      浅黄橙色
密

製塩土器 4T
”
５８

０
高

径

俵
残

底

外面     タタキー部ナデ

内面     表面剥離

外面       灰 自色
内面         ″

やや粗

瓦器碗 10T ０

一

径
古

高

台

ム

器

高

古

外 面

内面     ヘラミガキ

画

面

外
内

灰 白色

密

白

24 瓦器腕 3T 高
径

残
底

画

　

面

外
　

内

指オサエ

横ナデ
内面

密

白

瓦器皿 4T
一局
径

器

底

外面    表面剥離

内面    表面剥離

画
面

外
内

灰 色

密

土師器皿 3T
解
旧

径
高

径

口
器

底

外面    積ナデ以下指オサエ

内面    表面剥離

面

面

外
内

橙色

灰 白色
密

う

土師器皿 4T
径
高
径

口
器
底

口緑部ヨコナテ以下指オサエ

ナデ内面

画
面

外
内

密

白

28 土師器皿 4T
一働
径

器
底

外面     口縁部横ナデ以下指オサエ

内面     日縁部横ナデ以下指オサエ

外画       淡貢色

内面         ″

密

瓦質羽釜 10T
径
高

径

日
残

底

外画     ヨコナデ、鍔下ヘラケズ リ

内面 ナデ

面

面

外
内

色

色

灰

灰

暗

密

百

30 瓦質羽釜 10T
帥

開

鉤

径
高

径

曰
残

鍔

外画     口練部槙ケテ以下ヘラケズ リ

内面     ハケ ロ

面

面

外

内
色

色

褐

白
灰

灰
密

白

土師質羽釜 10T
一局
径

択

残

底

翌

外面 表 面 設!離

内面     表面剥離

凶
面

か
内

密

白

須恵質甕 10T 高
径

残
底

外面     日縁部横ナデ、以下ナデのちハケ

内画     日縁部横ナデ、以下ナデ

画

面

外
内

灰白色

密

百

須恵器長頚壺 10T
径
高
径

口
残
底

外画     回転ヘラクス リ後回転ナテ

内面     回転ナデ

面

面

外

内
灰白色

常滑 10T 高

径

残

底

外面    格子状タタキ

内面    指オサエ後横ナデ
内面

密

白

平 瓦 3T

ｒ ｒ

５ ‐

３ 。み

縦
横

厚

凹面    ナデ

凸面    縄目

画

面

凹
凸

色
色

白

灰

灰

密

占

平 瓦 3T
み

縦
横
厚

凹面 ナデ

凸画 縄 目

画

面

凹

凸
灰 色

密

白

平瓦 10T
凸面 縄 目

回
面

か
内

留

歯

38 平瓦 iOT み

皿
横

厚

凹画    布目痕

凸面    縄目 雁
密
百

画

面

凹
凸

灰白色
にぶい橙

平 瓦 10T
邪
２２
‐５み

縦

横

厚

凹面 ナデ

凸面 ナデ

画

面

凹

凸
灰 白色

灰色
密

Ь
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ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所在地

コー ド 】ヒ漁単 東経
調査期間 調査面積

(ゴ )

調査原因
市町村 1遺跡番号

いけうら

池 浦

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

いけうらちょう

池浦町4丁 目
315瑠ξl,315瑠酢3

調査番号2006-09

272060
度

　

分

　

秒

４

　

　

０

　

　

０

３

　

　

５

　

　

１

・３５度
り
の

20061108 5,3 鉄骨2階建事務所、

鉄骨平屋工場建設

に伴う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

池浦町5丁 目212番 7

調査番号2006-10

272060
34度

49分

93秒

_35度

41分

72秒

20061120 つ
け 木造 2階建

個人住宅建設に

伴う事前調査

とよなか

豊 中

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

北豊中町 2丁 目

988-2の 一部

調査番号2006-01

272060
34度

49分

62秒

[35度

42分

39秒

20060201

20060209

25 鉄骨 3階建

個人住宅建設に

伴う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大 阪 府 泉 大 津 市

ひがしとよなかちょう

東豊中町2丁 目

964-19
調査番号2006-06

272060
34度

49分

22秒

[35度

42分

54秒

20060804 4.25 鉄骨4階建

共同住宅建設に

伴う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

北豊中町 2丁 目

14-5
調査番号2006-08

272060
34度

49分

58秒

[35度

42分

47秒

20060921 3
2階建個人住宅

建設に伴う

事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

北豊中町 2丁 目地内

調査番号2006-11

272060

34度

49分

62秒

[35度

42分

41秒

20061127

20061219

157.43
下水道管渠

布設工事に伴う

事前調査

ひちのつば

七ノ坪

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

きたとよなかちょう

北豊中町 1丁目

534番の 1の一部

調査番号2006-03

272060

34度

49分

86秒

[35度

42分

41秒

20060602 ９
留

９
〕

鉄骨平屋建

店舗建設伴う

事前調査



ふりがな

所収遺跡

ふりがな

所在地

コー ド 】ヒ漁単 東経
調査期間 調査面積

(∬)

調査原因
市町村 遺跡番号

いけがみそね

池上曽根

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

森町2丁 目228-9
調査番号2006-02

272060
度

　

分

　

秒

４

　

　

０

　

　

２

３

　

　

５

　

　

７

135農

42分

65秒

20060531 2 鉄骨2階建

個人住宅建設に

伴う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

森町2丁 目227-25の
一部

調査番号2006-04

272060
度

　

分

　

秒

４

　

　

０

　

　

９

３

　

　

５

　

　

７

135慶

42分

70秒

20060725 4 木造 2階建

個人住宅建設に

伴う事前調査

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市

森町2丁 目146番
調査番号2006-05

272060
度

　

分

　

秒

４

　

　

０

　

　

８

３

　

　

５

　

　

９

135度

42分

56秒

20060727 4 木造 2階建

個人住宅建設に

伴う事前調査

いたばら

板 原

おおさかふいずみおおつし

大阪府泉大津市
いたはらちょう

板原町4丁 目
1096,1097,1098,1099
調査番号2006-07

272060

度

　

分

　

秒

４

　

　

８

　

　

１

３

　

　

４

　

　

７

135農

41分

40秒

20060821 8 倉庫建設に伴う

事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

いけうら

池 浦

2006-09

集 落
生

墳

弥

古

遺構は検出

されなかった
な し

2006-10 遺構は検出

されなかった
な し

とよなか

豊 中

2006-01

地

跡

含

落

包

集

縄文

古墳

平安

中世

掘立柱建物 1棟、
井戸 1基、溝 1条、
土坑・ピット9基

瓦器椀。皿、瓦質羽釜・鉢・甕、
土師器皿、土師質羽釜・鉢、
中国製磁器、国産陶器、瓦

なし

13世紀の集落を

確認

2006-06 遺構は検出

されなかった

2006-08 遺構は検出

されなかった
瓦器椀、瓦質土器

2006-11 河川跡 弥生甕、弥生高杯、弥生器台、古式
上師器甕、瓦器碗・皿、瓦質羽釜、
土師器皿、土師質羽釜、瓦

弥生後期～13世紀に
亘って河川が広がって
いたことを確認

ひちのつば

七ノ坪
2006-03 集 落

その他の墓

生

墳

弥

古
遺構は検出

されなかった
な し

いけがみそね

池上曽根

2006-02

集落

弥生

古墳

奈良

平安

遺構は検出

されなかった
な し

2006-04 遺構は検出

されなかった
な し

2006-05 遺構は検出

されなかった
弥生甕

いたばら

板 原
2006-07 集 落

ヌ
墳

世

縄
古

中

遺構は検出

されなかった
な し
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